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核融合装置の運転において、真空排気設備や

マグネット設備といった各設備の運転状況を

監視することは、装置の安全な制御や管理を行

う上で非常に重要である。設備監視データはそ

れらの運転設備の監視を目的として常時収集

されるデータであり、放電実験中に異常が発生

した際の原因究明にも利用される。設備監視デ

ータは放電に同期して収集されるデータ（放電

データ）とはデータ構造や収集系が根本的に異

なるため、それぞれ独立したフォーマットおよ

びシステムの方が管理しやすいといえる。一方

で、データ利用者の観点からは、複数のDBシス

テムを統一されたフォーマットおよびシステ

ムで利用できる方が良いのは明らかである。そ

こで、大型トカマク装置JT-60SAの設備監視デ

ータ管理システムでは、設備監視データと放電

データを統一的に扱うことを目的として独自

のDBシステムを開発した。さらに、JT-60SAの

設備監視データ管理システムにおける特長を

明らかにするために、諸外国の核融合装置にお

けるDBシステムとの比較を行った。 

JT-60SAでは、収集されたすべての実験デー

タを1つのサーバ上で管理することで、システ

ム運用及びデータ提供の一元化を行った。各運

転設備で収集された設備監視データは、データ

の較正や物理量への変換等の加工処理が行わ

れた後、独自のデータフォーマットに変換され、

実験データサーバに転送される。実験データサ

ーバ上では、データ収集日とデータ識別番号

（PID番号）によるツリー構造で設備監視デー

タが管理されており、データの更新に伴う履歴

管理も行うことができる。実験データサーバに

格納されたデータは、解析サーバ上にある

JT-60SA専用のデータアクセスツールを介する

ことで参照できる。各運転設備からのデータ収

集、利用者へのデータ提供を一元的に管理する

ことで、システム運用を容易に行えるようにし

た。 

JT-60SAで収集される実験データのフォーマ

ットを共通化するために、ヘッダ部と実データ

部からなる独自のデータフォーマットを採用

した。ヘッダ部には実データ部の構造やデータ

の生成過程に関する情報がテキスト形式で記

述されており、これらの情報を参照することで、

利用者は実データ部のバイナリデータを数値

に変換することができる。 

さらに、世界のトカマク型核融合装置におけ

る設備監視データ管理システムについて調査

し、JT-60SAのデータ管理システムとの比較を

行った。EASTでは、設備監視データの管理に

MySQLを用いており、放電データと比較できる

よう、24時間ごとに放電データと同じDBシステ

ムに保存する方法を採用している。また、DIII-D

では運転制御・データ収集システムSCADA上で

設備監視データを管理しており、これらのデー

タは通常、装置の運転状態の監視にのみ利用さ

れるため、放電データとは異なるDBで管理され

ている。このように、多くの核融合装置では、

設備監視データと放電データを独立したシス

テムで管理しており、データ管理における利便

性を重視しているといえる。一方、JT-60SAの

データ管理システムでは、実験データサーバ上

ですべてのデータを管理し、利用者が設備監視

データと放電データにシームレスにアクセス

できるようにした。また、独自のデータフォー

マットを採用することで設備監視データと放

電データのフォーマットを共通化させた。これ

により、データ利用者が両データを統一的に扱

えるため、データ解析において利便性を向上さ

せた。本システムは設備監視データと放電デー

タを区別なく参照・解析するために、データ利

用における利便性を重視した設計を行ってお

り、JT-60SAのプラズマ実験におけるデータ解

析に適しているという特色を明確にした。 
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